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１．リアルタイム測位の現状 

１－１ リアルタイム測位データは、次のように利用者に配信されます。 

 

 

１－２ 測位用補正データ作成の仕組み 

 電子基準点で囲まれた位置の利用者に次のように測位用補正データを配信します。 

②単独測位結果で仮想基準点を
　計算し、その位置での観測状況
　をシミュレートし補正情報を計算。

④補正情報から仮想基準点から
　のベクトルを計算し、移動局の
　位置座標を求める。

④補正情報から仮想基準点から
　のベクトルを計算し、移動局の
　位置座標を求める。

VRSセンターでは、固定観測局の
観測データを24時間連続して取得
し、「衛星の軌道」「電離層」「対流
圏」をモニタリング。

仮想基準点
（実在しない）

仮想基準点
（実在しない）

③計算された補正情報をRTCM
　フォーマットで移動局に送信。
③計算された補正情報をRTCM
　フォーマットで移動局に送信。

①携帯電話で「VRSセンター」へ接
　続し、移動局の単独測位結果を
　NMEAVer.2.3 GGAフォーマットで
　送信。

①携帯電話で「VRSセンター」へ接
　続し、移動局の単独測位結果を
　NMEAVer.2.3 GGAフォーマットで
　送信。


